



することになりますから、多様な価値観を保持し直面する物ごとへの、柔軟な対応のできる人が求められると考えます。そのような人を育てるためには、 「心と体のバランス」を生命の出発から親が我が子に関わることが大切な事であると、現代 〝産科学〟 〝心理学〟 〝発達生理学〟 〝脳科学〟でも伝えています。　
私は、我が子四人を育てた経過の中で、一番必要と考え悩んだことは「子育ての学び」を知らなかった事でした。





















































た時間に起床して自身の身のまわりを整える 、料理の献立、来客へのおもてなし等々、使用人に加わり箒を持って王宮のまわりまで掃除した いい す。　
生活は簡素で華美を好まず、常にまわりの人々 幸福を願っていたそうです。永い間、子供に恵まれなかったので
カピラ城内にある、菩提樹の御堂に夫妻で子授けの日参を進められ、 参りの前には必ず御堂 となりの蓮池 沐浴をされていました。この御堂と蓮池は今も現存します。　
御堂の菩提樹は二千五百年前から現代にいたる でにも立派に成長し、幹 回りは大人数人が手 つないでやっと
つながるほどの大変な太さになっています。　
現在はネパールの遠方からも、子授けを願って参拝者が多く、子供に恵まれた人々がお礼に供えた白象が沢山並ん















仏伝に登場するコーリヤ族領地内の遺跡群は、現在もそちこち 点在 います。コーリヤ族 王宮跡発見の知ら









































て知ることができます。誕生の七日で母を失った釈尊の身の上をとても哀しみ、わが子ナンダ尊者へは乳母のお乳を与え釈尊へは自身のお乳を与えられました 二人を両手に抱き沐浴 し、丁寧に上質 油を身体に塗り頬ずりして話しかけ、おむつをかえたそうです。　
この釈尊への温かい関わり 様子が、 々に伝わり母 失くした不幸な釈尊が新たな素晴らしい母を得た幸福を喜
びあったといいます。パティ夫人の、釈尊を愛し慈 む日々の関わりは、釈尊の人間形成の基礎と る重要な子育てであったと考えます。特に乳幼児期から密着の母子関係が子ども 発達段階に必要な自己肯定観 確立をさせるという、パティ夫人はそれを実践したのです。　
ここで、釈尊とパティ夫人の密なる母子関係を物語る次の伝記を紹介させていただきます。カピラ城を出て修行中
の数年間パティ夫人の釈尊を気遣う日々は、祈り すべてであった筈 今日はどうしているか 体は大丈夫かどこにどうしているのか、不安 心配で毎日を過ごし こと しょう。そんな月日 時が流れ 、釈尊の成道の知らせがカピラ城に届いたときの パティ夫人の喜び 如何ば りだっ か。　
現在の交通手段でインドのブッタガヤへ、ネパールのルンビニーから出発としたら、車で走り途中で飛行機に乗り





















































































































































































































































































よって、何故もっと妊娠 は一体どういうことなのか、母 としてどのよう 心構えを持つことなのか等々、心の面での自身の無知を知ることに っ のです。　
生まれてくるわが子が、どんな胎児期を過ごしたのかを、四人も産み乍ら考えもしなかった自分のおろかさに気づ
いたのでした。どうし らこの子が幸せに元気 生涯 過ごす とができるのか、その答えが、十二因縁の無明から出発することだと、そ こと らずに子育てをした とに気づいたのです。　
結婚後、長い間子どもに恵まれなかった釈尊の両親浄飯王と摩耶夫人は、カピラ城内の菩提樹の小さな御堂に、毎











注目をされている先生です。子ども ちは三、四才位まで胎内記憶を語るといいます。こ 世に生まれて来ることに成ったきっかけは、ほとんどの子ども 共通点が母親を、助けるために生まれて来 のだ いうのです。空の上から自分の母になる人を見つけ、これから地球に生まれる大勢の子どもたちと一緒に順番待ちをして生まれて来ると。　
池川氏（親学会会員）からその話を聞いた きは大変驚きました。世界最古「アジア文化史」の中に釈尊誕生の場

































































て欲しいか」との目的を持って関わることが重要であるという とです。今 関わっているこの子の未来が、 「幸福な
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未来」であるように、その「幸福な未来」を創るのは、その子自身の力であることを心にとどめて、すすめることと考えます。　
私たちが一番望むことは、心優しく思いやりがあって自分を理解してくれる人。そのような人が廻りに大勢居て欲
しいと願っているの はないでしょうか。その実現はそれを願うその人自身がわが子、わが家族から実践を迷わずに勧めるこ です。　
人間とは自分自身が体感した、喜びやしあわせを受けて初めて感情が発動し感覚が記憶されます。受けた喜びの幸
せだった心を、他者に与 、大切なことを教えるのが、廻りの大人たちの役割です。生命の始まりから愛をそそぐことが大切だと云うことはこのことを指しています。摩耶夫人
・パティ夫人は、このことを、わが子に伝えられたこと
によって愛深き釈尊が育ったのです。　
二千五百年を経て「これからの子育て」に、釈尊を育てた摩耶夫人
・パティ夫人の子育を参考にされることを、切
に願い未来の地球の人たちの平和 幸福を願 ます。	
合掌
ブッダの母
ブ 摩耶夫人に学ぶこれからの子育て（益田）
（ 35 ）
